
歯科医療従事者のためのHIV感染症対策などの研修会
【

【 主 催 】一般社団法人神奈川県歯科医師会
【 共 催 】一般社団法人日本歯科薬物療法学会
【 日 時 】平成30年10月1８日（木） 13：００～15：３０
【 会 場 】神奈川県歯科医師会館 6F 視聴覚研修室
【 対 象 】 神奈川県内で勤務する歯科医師 歯科衛生士（歯科助手ほかスタッフの参加も可）
【 参加費 】 無料

【演題・講師】 1）HIV感染対策の基本
東海大学医学部基盤診療学系臨床検査学 浅井さとみ

2）身を守り、診療所を守る院内感染・医療機器安全対策あれこれ
東海大学医学部外科学系口腔外科学 金子明寛

3）消毒薬、薬剤の正しい使用方法・保管方法あれこれ
神奈川歯科大学大学院歯学研究科顎顔面病態診断治療学講座 岩渕博史

歯科衛生士のA子さんは歯科診療所で勤務しています。
予約のキャンセルの電話が入りました。
いつも、歯石除去、感染根管治療を行っているBさんのお母さんからでした。
「息子が肺炎で入院したので、退院したらまた連絡します」とのこと
若くて体力もありそうなのに、肺炎で入院なんて、と思っていました。
退院後、Bさんは来院されました。
「カビの肺炎で入院していたんだ」と言っていました。
「良かったですね、元気になられて」と言いながら歯石除去を行いました。

平成１９年度から歯科診療所の管理者に医療安全の管理体制確保が義務づけられました。
歯科衛生士も医薬品および医療機器安全管理責任者になることができ、それにともない医薬品や医療機器
に十分な知識をもとめられています。
また院内感染対策・医薬品の安全使用および医療機器の安全使用のための研修も義務づけられています。
本講習会では責任者業務内容に従い、院内・訪問診療時の感染対策・医薬品・医療機器安全使用に
ついて講演します。
診療所内だけではなく、訪問衛生歯科衛生指導時も含め日常業務をもう一度見直すために、この講習会を
開催します。

多くの参加者をお待ちしております。

歯科医院には多くの方が受診されます。
本人も病気と気がついていない、自覚をしていない方はたくさんいます。

歯科診療では血液、血液混入唾液を扱う機会が多いです。
水平感染、針刺し事故を防ぐためには、針刺し事故が起こったら

どうしたらよいでしょうか



歯科医療従事者のためのHIV感染症対策などの研修会
参加申込書

・ご提供いただきました個人情報は、
法令に基づく場合を除き、第三者
に開示提供する事はありません。

また、参加受付ができな場合のみ、
折り返しのご連絡をさせていただき

ます。

＜申込期日＞平成30年8月24日（金）までにＦＡＸにてお申込みください。
＜申 込 先＞一般社団法人神奈川県歯科医師会事務局 担当 今井まで

ＦＡＸ ： ０１２０－６８１－７８６

医療機関名

電話番号

参 加 者 名 （ ふ り が な ） 職 種 （○で囲む）

（ ） 歯科医師 歯科衛生士 その他（ ）

（ ） 歯科医師 歯科衛生士 その他（ ）

（ ） 歯科医師 歯科衛生士 その他（ ）


